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昨
年
12
月
１
日
か
ら
、

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行

さ
れ
た
。
同
法
に
よ
り
、

軽
車
両
（
自
転
車
、
リ
ア

カ
ー
等
）
は
道
路
上
を
通

行
す
る
と
き
、
進
行
す
る

道
路
の
左
側
の
み
を
通
行

す
る
こ
と
の
義
務
付
け
の

ほ
か
に
、警
察
官
の
ブ
レ
ー

キ
整
備
不
良
車
両
に
対
す

る
取
り
締
ま
り
権
限
の
強

化
が
図
ら
れ
た

し
か
し
、

私
が
見
る
限
り
で
は
、
左

側
通
行
を
守
ら
な
い
自
転

車
通
行
者
も
少
な
か
ら
ず

い
る
。
お
お
か
た
、
彼
ら

は
警
察
の
取
り
締
ま
り
が

隅
々
ま
で
行
き
届
き
に
く

い
こ
と
や
、
安
全
意
識
の

希
薄
さ
か
ら
、
つ
い
つ
い

破
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
。

だ
が
、
守
ら
な
い
こ
と
は
、

大
き
な
事
故
へ
と
つ
な
が

る
危
険
性
も
も
つ
。
曲
が

り
角
だ
け
で
な
く
、
直
線

状
の
道
で
も
他
の
車
両
と

の
接
触
を
招
き
、
大
き
な

事
故
を
引
き
起
こ
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
高
い

ま

た
、
同
法
で
定
め
ら
れ
た

条
件
に
つ
い
て
、
説
明
不

足
の
た
め
に
十
分
に
理
解

で
き
な
か
っ
た
場
合
が
考

え
ら
れ
る
。
自
転
車
に
関

し
て
は
、
自
動
車
運
転
者

の
よ
う
に
、
安
全
運
転
を

喚
起
す
る
講
習
会
に
強
制

的
に
参
加
さ
せ
ら
れ
な
い

た
め
だ
ろ
う

こ
れ
ら
の

問
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
は
、
身
近
な
と
こ
ろ

で
、
親
し
み
や
す
い
内
容

の
説
明
を
し
て
、
人
々
の

意
識
を
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

現
在
の
テ
レ
ビ
等
の
メ

デ
ィ
ア
で
は
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
よ
う
に
啓
発
す

る
広
告
が
無
い
。
現
在
あ

る
振
り
込
め
詐
欺
に
対
す

る
注
意
広
告
と
同
じ
よ
う

に
、
関
西
独
特
の
喜
劇
を

用
い
た
内
容
に
し
て
、
交

通
マ
ナ
ー
講
習
と
い
っ
た

堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
も

の
で
は
な
く
、
親
し
み
や

す
い
も
の
に
し
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。

扉の一言

「
大
い
な
る
力
に
は

　
　
　
　
　
大
い
な
る
責
任
が
伴
う
」

ベ
ン
・
パ
ー
カ
ー

◦
２
，３
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

応
援
マ
ス
コ
ッ
ト
名
前
決
定

【
論
説
】　
日
進
月
歩

◦
４
，５
面

　
　
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
特
集

◦
６
面
　
連
載
記
事

◦
７
面
　
Ｋ
．Ｇ
．ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

◦
８
面
　
関
学
周
辺
の
お
店
特
集

完
成
　
Ｈ
号
館

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
、

松
屋
が
出
店

　
　
　
　
　
　
　
　　

！

　
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

社
会
学
部
旧
校
舎
跡
地
に
、
Ｈ

号
館
が
建
設
さ
れ
た
。建
物
は
、

地
上
３
階
地
下
１
階
建
て
。
他

の
講
義
棟
と
同
様
に
、
ス
パ

ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス

タ
イ
ル
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
Ｈ
号
館
は
、
全
学
生
が
共
用

で
き
、
自
主
的
に
学
習
出
来
る

場
所
だ
。
メ
イ
ン
は
学
生
の
学

習
共
有
ス
ペ
ー
ス
「
ラ
ー
ニ
ン

キャンパスに調和した外観

　 入学おめでとう
　　新入生へ祝辞

関西学院院長　　ルース・Ｍ・グルーベル
　関西学院大学に入学された皆さんを心から歓迎します。関西学
院創立125周年という記念すべき今年、皆さんを関西学院大学にお
迎えできることを大変喜ばしく思います。各キャンパスだけでは
なく、様々な場所で記念行事を企画していますので、是非参加し
てください。関西学院のこれまでの歴史と、わたしたちがめざす
人 間 像「Mastery for Serviceを 体 現 す る 世 界 市 民 」 を、 関 西 学
院の一員として、また当事者のひとりとして、共有してください。
　充実した学びと研究が可能な環境だけではなく、文化的活動やスポー
ツなどを通して多くの人と出会い、国境を越えた経験や視野を身につけ
るチャンスがここにはあります。関西学院大学の良さを十二分に利用す
るには、受け身のスポンジのような姿勢では難しいでしょう。様々なこ
とに興味をもって積極的に挑戦し、社会に貢献するためのability（能
力）とaspiration（大志）を育ててください。これが私たちのスクー
ルモットー「Mastery for Service（奉仕への練達）」の出発点です。
　関西学院は125年の歴史から学びつつ、皆さんとともに21世紀
の希望を創造していきます。ひとりひとりが関西学院大学で人生
の目標を見つけ、共によりよい世界と明るい未来を描いてくださる
こ と を 願 い ま す。Welcome to Kwansei Gakuin University!

関西学院大学学長　　村田　　治
　 新 入 生 の 皆 さ ん、 関 西 学 院 大 学 へ の ご 入 学 お め で と う ご ざ
い ま す。 教 職 員、 在 学 生 を 代 表 し て 心 か ら 歓 迎 い た し ま す。
　第４代院長C. J. Lベーツ先生は、関西学院の建学の精神を“Mastery for 
Service”（奉仕のための練達）というスクール・モットーとして表現しま
した。自分の利益のためにだけではなく、世界人類のために自分を鍛えよ
と訴えられたのです。皆さんは、関西学院大学での学びにおいて、スクール・
モットー“Mastery for Service”の意味を考えていってほしいと思います。
　いま、日本には、これまで以上のグローバル化の波が押し寄せてい
ます。新入生の皆さんが社会に出て一人前になって働く頃には、大半
の人が仕事の上で海外とのやり取りを行うようになると考えられま
す。そのためにも、大学時代に、英語運用能力を身につけることは
当然のことながら、是非、海外に出て行ってほしいと思います。そ
の意味では、関西学院大学の「実践型“世界市民”育成プログラ
ム」のグローバルリーダー、グローバルエキスパート、グローバルシ
ティズンの３つのコースのどれかに参加することを強く希望します。
　自分自身に挑戦し自己を鍛え、世界に羽ばたいて世界人類の幸福
に貢献するという「高い志」を持ってもらいたいと心から願います。

関西学院大学応援団総部第六十八代団長　　田中　大介
　新入生の皆さんご入学おめでとうございます。新入生の皆さんは新
しく始まる大学生活に期待と不安を持っていることでしょうが心配す
ることはありません。関学はどのキャンパス、どの学部に所属してい
ようと自分の色を充分に出すことができると思います。長い人生の
中のたった四年間という短い時間の中で、それぞれが卒業後に関学
に入学して良かったと胸を張って言えることを切に願っております。

関西学院大学図書館長　　奥野　卓司
　ご入学おめでとうございます。皆さんは、高校までの決まりきった教育
から解放されて、今から自分が本当に興味のあることを勉強していきたい
という意欲をもっておられることと思います。しかし、いざ実際そうなっ
てみると、今度は自分がしたいこと、学びたいことが何なのかわからない
という迷いもあると思います。
　大学の図書館はその皆さんの思いを実現することに手助けのできる場で
す。小説を読んだり、ちょっと難しい学問の先端に触れたり、美しい画集
を楽しむことが、気軽にすぐにできます。
　一方、皆さんは、私たちの世代以上に、今、本や活字の世界が大きく変
わりつつあることを実感していると思います。多くの方がスマートホンで
情報を得て、タブレットで雑誌を読んでいるでしょう。大学図書館もまた、
多数の本がある場所というだけでなく、インターネットを介して、世界中
の専門雑誌や新聞などのデータベースを自由に閲覧できるサービスを強化
しています。こうした大学図書館のデジタル情報に図書館の内外からアク
セスしてみてください。
　わからないことは、図書館員にきけば教えてもらえますし、コンピュー
タで探すこともできます。大学図書館は皆さんの知的な要望に応え、ゆっ
くり考えることができる「場」ですので、ぜひ積極的に来館してください。

■開室時間
Ｈ号館の開館時間 ラウンジ CReatE1・2

授業期間
平日 9：00～19：00 9：00～19：00 9：00～23：00
土 9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～18：30
日・祝 閉　　　館

授業期間外
平日 9：00～18：00 9：00～18：00 9：00～18：00
土 9：00～13：00 9：00～13：00 9：00～18：00
日・祝 閉　　　館

グ
コ
モ
ン
ズ
」。
Ｈ
号
館
に
は

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
ス
ペ
ー

ス
が
３
ヶ
所
あ
る
。
１
階
に
あ

る
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
学
生
が
集

ま
っ
て
く
つ
ろ
げ
る
。
同
じ
く

１
階
のC

R
eatE

 1

は
学
生
が

集
ま
り
、
学
ぶ
き
っ
か
け
を
作

る
場
所
だ
。
飲
食
可
能
で
、
自

販
機
も
設
置
さ
れ
る
。
２
階

に
あ
るC

R
eatE

 2

で
は
、
更

に
創
造
的
な
学
び
を
深
め
ら
れ

る
。
パ
ソ
コ
ン
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
の
貸
出
も
行
う
。

　
１
階
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

ラ
ウ
ン
ジ
に
は
、
学
生
に
お
馴

染
み
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ

イ
ド
チ
キ
ン
、
松
屋
が
出
店

す
る
。
Ｋ
Ｇ
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
も
予
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
能

だ
。

　
Ｈ
号
館
の
計
画
当
初
に
学
長

補
佐
と
し
て
、
基
本
的
な
ア
イ

デ
ィ
ア
の
策
定
に
関
わ
っ
た
国

際
学
部
教
授
の
平
林
孝
裕
先
生

は
「
主
体
的
、
自
主
的
な
勉
強

の
た
め
に
活
用
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
創
造
的
な
も
の
を
作
っ

て
欲
し
い
」
と
話
す
。
居
場
所

が
出
来
る
こ
と
で
、
学
生
は
よ

り
充
実
し
た
環
境
で
勉
強
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
最
後
に
学
生
に
向
け
て
、「
皆

さ
ん
に
と
っ
て
Ｈ
号
館
が
大
切

な
場
所
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
環
境
維
持
に
協
力
し
て
下

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

■各階詳細
階 室　　　　名 面積 定員 コンセプト ・ 特徴等

１

ラーニングコモンズ
ラウンジ

340㎡ 188人
仲間と集い、 軽食等を食べることができるス
ペース。 授業の合間の待ち時間に勉強もで
きる

ラーニングコモンズ
CReatE1

265㎡ 約120人
学生がグループ単位で自由に集まって勉強し
たり、 話し合ったりするコミュニケーション ・ ス
ペース。 飲食も可能

２

H-201 340㎡ 300人 中教室

ラーニングコモンズ
CReatE2

420㎡ 約130人

構想、 企画やプレゼン資料等を練り上げるた
めの学習スペース。
グループ学習ルーム７室 （定員６～８名） も
完備

３

H-301 420㎡ 393人 大教室

H-302 80㎡ 52人

アクティブ ・ ラーニング型教室。
可動式の個人机で授業形態に合わせて配置
を変更することができる

H-303 55㎡ 36人

H-304 55㎡ 36人

H-305 50㎡ 36人
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立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
だ
。
約

１
４
０
０
人
の
人
々
が
会
場
に

足
を
運
ん
だ
。
ま
た
、
今
回
は

ゲ
ス
ト
と
し
て
大
阪
交
響
楽
団

正
指
揮
者
を
務
め
た
寺
岡
清
高

氏
や
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
で
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
を
務
め
た
長
原
幸
太
氏

な
ど
、
１
０
０
周
年
を
飾
る
に

ふ
さ
わ
し
い
方
々
が
招
待
さ
れ

た
。
演
奏
さ
れ
た
曲
は
主
に
２

曲
。
前
半
の
部
で
は
穏
や
か
で

バ
ラ
ン
ス
が
あ
り
、
美
し
く
流

動
感
の
あ
る
旋
律
で
あ
る
ド
イ

ツ
・
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
名

作
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ

　
今
年
２
月
１
日
、
関
西
学
院

交
響
楽
団
の
創
部
１
０
０
周
年

記
念
第
１
２
２
回
定
期
演
奏
会

が
行
わ
れ
た
。
会
場
は
兵
庫
県

　
新
学
期
が
始
ま
る
と
、
新
入

生
は
多
く
の
団
体
に
勧
誘
を
受

け
る
だ
ろ
う
。
中
に
は
マ
ル
チ

商
法
や
カ
ル
ト
宗
教
に
関
わ
る

団
体
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。

　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
と
、
マ
ル
チ
商
法
と
は
、『
人

を
紹
介
す
れ
ば
出
資
に
よ
る
配

当
の
他
に
紹
介
料
が
受
け
取
れ

る
』
と
い
う
謳
い
文
句
で
消
費

者
を
勧
誘
す
る
。
勧
誘
さ
れ
た

人
が
同
様
の
手
口
で
他
の
人
を

勧
誘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
資

契
約
と
同
時
に
勧
誘
者
を
次
々

と
増
や
し
て
い
く
と
い
う
手
法

の
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
化

短
調
」、
後
半
部
で
は
独
特
な

世
界
観
と
際
立
っ
た
旋
律
で
絶

大
な
支
持
を
受
け
る
ア
ン
ト

ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
が
残
し
た

名
曲
、
交
響
曲
第
４
番
変
ホ
長

調
〈
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
〉
が
演

奏
さ
れ
た
。
今
回
の
演
奏
会
に

つ
い
て
部
長
の
三
井
剛
助
さ
ん

（
文
・
５
）
に
感
想
を
聞
く
と

「
部
と
し
て
、
今
回
の
演
奏
会

は
大
成
功
だ
っ
た
。
節
目
の
年

に
恥
じ
な
い
も
の
だ
っ
た
と
思

う
。
こ
の
度
演
奏
会
に
関
わ
っ

た
全
て
の
方
に
心
よ
り
感
謝
し

た
い
」
と
納
得
し
た
様
子
だ
っ

た
。
こ
の
演
奏
会
で
４
回
生
の

メ
ン
バ
ー
は
実
質
引
退
に
な

る
。
４
月
か
ら
は
新
た
な
メ
ン

バ
ー
を
加
え
た
新
チ
ー
ム
と
し

て
の
活
動
が
始
ま
る
。
三
井
さ

ん
は
「
こ
れ
か
ら
の
関
西
学
院

交
響
楽
団
は
音
楽
の
経
験
を
問

わ
ず
様
々
な
新
入
生
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
交
響
楽

団
の
チ
ー
ム
作
り
に
も
強
い
意

気
込
み
を
示
し
た
。
次
回
の
交

響
楽
団
の
演
奏
会
は
７
月
６
日

で
あ
る
。
今
ま
で
の
チ
ー
ム
よ

り
も
さ
ら
に
飛
躍
し
た
関
学
交

響
楽
団
の
活
躍
を
期
待
し
た

い
。

KGニュース
　
２
月
12
日
に
応
援
マ
ス
コ
ッ

ト
の
名
前
が
「
ソ
ラ
ラ
ン
」
に

決
定
し
た
。「
空
の
翼
で
も
っ

と
、つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
２
月
か

ら
中
央
協
議
会
残
存
公
認
自
治

団
体（
以
下
六
総
部
二
自
治
会
）

が
一
丸
と
な
っ
て
応
援
マ
ス

コ
ッ
ト
募
集
を
進
め
て
い
た
。

総
票
数
は
未
確
認
で
あ
る
が
、

多
く
の
関
学
生
か
ら
ユ
ニ
ー
ク

な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
よ
う

だ
。

　
新
月
祭
２
０
１
１
３
に
お
い

て
マ
ス
コ
ッ
ト
を
公
開
し
て

か
ら
、
広
く
名
前
を
募
集
し

た
。
ま
た
大
学
構
内
で
の
呼

び
か
け
や
六
総
部
二
自
治
会

F
acebook

で
宣
伝
活
動
な
ど

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
学
生
会

に
所
属
す
る
各
公
認
団
体
（
宗

教
総
部
、
総
部
放
送
局
、
新
聞

総
部
、
応
援
団
総
部
、
体
育
会
、

文
化
総
部
、
法
学
部
学
生
自
治

会
、
神
学
部
学
生
会
）
が
そ
れ

ぞ
れ
３
体
を
選
出
し
、
六
二
会

議
に
お
い
て
厳
密
な
審
査
の
下
、

決
定
さ
れ
た
。

　
ソ
ラ
ラ
ン
は
今
後
、
校
歌
を

歌
う
場
に
登
場
し
、
皆
が
校
歌

を
歌
い
た
く
な
る
よ
う
な
マ
ス

コ
ッ
ト
と
し
て
活
動
し
て
い

く
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
高
責
任
者
で
あ
る
西
澤
賢
信

さ
ん
（
法
・
５
）
に
よ
る
と
、

ソ
ラ
ラ
ン
は
関
学
生
か
ら
の
お

願
い
が
あ
れ
ば
、
学
生
団
体
や

学
院
が
開
催
す
る
学
校
関
係
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
登
場
す
る
と
の

こ
と
だ
。
ま
た
、
ソ
ラ
ラ
ン
最

新
の
情
報
は
各
公
認
団
体
か
ら

発
信
さ
れ
て
い
く
予
定
だ
。
な

お
、（
現
在
）
ソ
ラ
ラ
ン
は
学

院
非
公
認
で
は
あ
る
が
、
人
気

が
出
て
き
た
ら
、
公
認
に
し
て

も
ら
え
な
い
か
検
討
し
て
い
く

そ
う
だ
。

　
ち
な
み
に
、
ソ
ラ
ラ
ン
の
姿

は
、
今
年
４
月
に
公
開
さ
れ
る

LIV
E
 D

A
M

の
カ
ラ
オ
ケ

の
「
空
の
翼
」
映
像
に
も
登
場

す
る
。
も
し
、
歌
う
機
会
が
あ

る
と
き
は
、
ぜ
ひ
映
像
に
も
注

目
し
て
ほ
し
い
。

　
西
澤
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
、「
皆
さ
ん
御

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
校
歌
「
空

の
翼
」
を
歌
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
関
西
学
院
に
対
し
て
も
っ
と

母
校
愛
を
持
っ
て
学
生
生
活
を

送
っ
て
下
さ
い
。
僕
は
本
当
に

関
西
学
院
が
大
好
き
な
の
で
も

う
少
し
在
学
し
ま
す
が
、
僕
に

負
け
な
い
関
学
愛
の
あ
る
関
学

生
に
登
場
し
て
欲
し
い
で
す
」

と
話
し
た
。

　
西
澤
さ
ん
は
、
約
１
年
間
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
関

西
学
院
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
結
束
が

強
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
た
と
い
う
。
こ
れ
か
ら
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
が
引
き
継

が
れ
、
ソ
ラ
ラ
ン
が
誰
に
で
も

愛
さ
れ
る
マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
。

粧
品
や
株
の
ソ
フ
ト
な
ど
高
額

な
商
品
を
売
り
つ
け
ら
れ
る
。

サ
ラ
金
を
借
り
さ
せ
ら
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
期
間
を
過
ぎ
る
と
解
約
が

で
き
ず
、
取
り
返
し
が
付
か
な

い
。
中
に
は
借
金
を
抱
え
て
し

ま
う
学
生
も
い
る
。

　
カ
ル
ト
宗
教
は
正
体
を
隠
し

て
活
動
し
て
い
る
。
気
付
か
な

い
う
ち
に
洗
脳
さ
れ
、
親
族
と

縁
が
切
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
入
学
時
だ
け
で
は
な
く

１
、２
年
か
け
て
入
信
を
勧
め

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
要
注
意

で
あ
る
。

　
学
生
課
の
椿
本
さ
ん
は
「
心

配
な
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
相

談
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
相

談
先
は
各
学
部
事
務
室
で
も
、

学
生
課
で
も
良
い
。
金
銭
が
絡

ん
だ
り
、
学
外
の
建
物
に
連
れ

て
行
か
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
す
る

べ
き
だ
。

　
椿
本
さ
ん
は
、
１
つ
の
団
体

だ
け
で
は
な
く
複
数
の
団
体
に

入
る
こ
と
を
す
す
め
る
。
居
場

所
を
限
定
せ
ず
、
ど
ん
な
団
体

で
あ
る
か
を
見
極
め
、
自
分
に

合
っ
た
団
体
を
探
し
て
欲
し
い
。

　
西
宮
市
役
所
公
園
緑
地
課
は

夙
川
河
川
敷
に
お
け
る
夜
間
花

見
禁
止
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

　
夙
川
付
近
で
は
こ
こ
最
近
、

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
深
夜
の
騒

音
な
ど
、
来
場
者
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。
昨
年

度
か
ら
は
お
花
見
の
季
節
を
過

ぎ
た
こ
ろ
か
ら
の
来
場
者
の
マ

ナ
ー
が
悪
い
と
い
う
苦
情
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
対
策
と

し
て
、
今
年
度
よ
り
夜
間
花
見

禁
止
エ
リ
ア
の
設
置
が
決
定
さ

れ
た
。
禁
止
エ
リ
ア
の
マ
ッ
プ

や
禁
止
事
項
な
ど
は
西
宮
市
役

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、 F

acebook

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
夙
川
付
近
で
は
毎
年
多
く
の

関
学
生
が
新
入
生
を
対
象
と
し

た
お
花
見
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。
マ
ナ
ー
が
悪
い
と
さ
れ

る
来
場
者
の
中
に
関
学
生
も
多

数
含
ま
れ
て
い
る
。
実
際
、
市

の
職
員
が
マ
ナ
ー
の
悪
い
学
生

の
来
場
客
に
声
を
か
け
て
み
る

と
そ
の
う
ち
の
８
割
が
関
学
生

だ
っ
た
そ
う
だ
。

　
こ
う
い
っ
た
近
隣
の
人
々
に

迷
惑
を
か
け
る
行
動
は
関
学
全

体
の
評
価
を
下
げ
る
こ
と
に
直

結
し
か
ね
な
い
。
そ
う
な
る
と

街
の
人
々
の
学
生
に
対
す
る
理

解
は
薄
れ
、
学
校
と
地
域
と
の

連
携
が
取
り
づ
ら
く
な
る
。
現

在
地
域
の
人
々
と
交
流
を
図
ろ

う
と
努
め
て
い
る
学
生
に
も
少

な
か
ら
ず
迷
惑
が
か
か
る
は
ず

だ
。

　
お
花
見
を
行
う
こ
と
自
体
に

問
題
は
な
い
が
関
学
生
と
し
て

の
責
任
感
を
持
ち
、
周
囲
へ
の

最
低
限
の
配
慮
を
忘
れ
な
い
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

六総部二自治会

ソラランです

関西学院大学新聞総部

部員募集! !
新聞に興味がある人、自分の考えを伝えたい人、
とにかく何かしたい人、誰でも歓迎します。

連絡先　総部長 大村若菜（社・3）　
kgpress2009@yahoo.co.jp

検 索関西学院大学新聞総部　@kg_shinbun

Twitter 始めました。
続々、更新中!!

守ろう！
　お花見マナー
夙川夜間花見禁止エリア設置

創
部
100
周
年
記
念
第
122
回
定
期
演
奏
会

関
西
学
院
交
響
楽
団

　

怪しい団体に注意!
マルチ商法・カルト宗教
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府
と
大
阪
市
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
考
え
方
を
有
し
、
政
策
を
実

行
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
片
方

が
学
業
を
尊
重
し
た
学
校
を
作

り
、
も
う
片
方
が
ス
ポ
ー
ツ
に

力
を
入
れ
た
学
校
を
作
る
と
い

う
よ
う
に
、
二
重
行
政
に
よ
っ

て
、
多
様
性
が
維
持
さ
れ
て
き

た
例
は
多
い
。
大
阪
都
構
想
に

よ
っ
て
、
こ
の
多
様
性
が
消
え

て
し
ま
え
ば
、
全
て
の
大
阪
府

民
い
や
、
大
阪
都
民
に
と
っ
て

納
得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。

　
大
阪
都
構
想
が
実
現
さ
れ
れ

ば
、
大
阪
府
だ
け
で
は
な
く
、

近
隣
の
府
県
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
私
た

ち
は
こ
の
構
想
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

分
か
る
よ
う
に
、
東
京
都
を
モ

デ
ル
に
し
て
い
る
。
東
京
都
で

は
、
東
京
23
区
か
ら
な
る
特

別
区
を
設
け
て
い
る
が
、
大
阪

で
も
主
要
都
市
が
市
で
は
な
く

特
別
区
と
し
て
誕
生
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
、
二
重
行
政
を
無
く

す
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

　
都
道
府
県
や
市
町
村
は
そ
の

規
模
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
仕
事

の
役
割
を
分
担
し
て
い
る
が
、

人
口
や
財
政
規
模
の
大
き
な
市

に
は
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ
、

都
道
府
県
と
同
じ
ぐ
ら
い
大
き

こ
と
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
進
路
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
「
５
つ

の
ス
テ
ッ
プ
」
を
提
唱
し
て
い

る
。

　
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
最
も

重
要
な
２
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
紹

介
す
る
。
１
つ
目
は
、「
人
生

観
・
職
業
観
を
持
ち
、
自
分
の

人
生
に
お
け
る
働
く
意
味
を
明

確
に
す
る
」で
あ
る
。
こ
れ
は
、

進
路
選
択
を
行
う
に
当
た
っ
て

軸
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
自
分

は
ど
ん
な
ふ
う
に
生
き
た
い
の

か
、
働
き
た
い
の
か
を
知
る
た

め
に
、
過
去
に
取
り
組
ん
だ
事

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ま
ず

は
目
の
前
に
あ
る
こ
と
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。
そ
の
中
で
自
分
の
価

値
観
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
て

ほ
し
い
。
二
つ
目
は
、「
自
分

の
長
所
（
短
所
）
を
知
り
、
強

み
を
活
か
す
」
で
あ
る
。
人
に

は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
そ

の
個
性
に
応
じ
た
強
み
が
あ

る
。
自
分
の
強
み
を
見
つ
け
、

そ
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
の
出

来
る
仕
事
に
就
く
こ
と
が
、
自

分
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
に

も
つ
な
が
る
。
で
は
、
ど
う
す

れ
ば
強
み
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
る
の
か
。
強
み
を
見
つ
け

る
た
め
に
は
、
や
は
り
ス
テ
ッ

プ
１
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今

目
の
前
に
あ
る
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
み
、
自
分
と
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
だ
。そ
う
す
れ
ば
、

自
ず
と
自
分
の
長
所
（
短
所
）

を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
に

応
じ
た
強
み
を
知

る
こ
と
が
出
来
る

だ
ろ
う
。

　
こ
こ
ま
で
、
就

活
の
事
前
準
備
と

し
て
２
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
紹
介
し

て
き
た
。
こ
の
２

つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
丁
寧
に
行
え

ば
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
す
る
こ
と
が
出
来

る
。な
ぜ
な
ら
ば
、次
の
ス
テ
ッ

プ
で
あ
る
業
界
・
業
種
、
企
業

の
選
択
の
判
断
基
準
と
な
る
の

は
、
自
分
の
人
生
観
・
職
業
観

で
あ
り
、
自
分
の
強
み
を
活
か

せ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
か
ら

だ
。
ゆ
え
に
、
ま
ず
は
こ
の
２

つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
は
抽
象

的
な
話
が
多
く
、
結
局
自
分
は

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
と
思
っ
た
方
も
多
い
か
も

し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
方
に

お
す
す
め
し
た
い
の
が
、
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
秋
以
降
に

ス
タ
ー
ト
す
る
個
人
面
談
、
そ

し
て
社
会
人
の
先
輩
方
へ
の
訪

問
で
あ
る
。
社
会
人
の
先
輩
方

を
訪
問
す
る
為
の
ツ
ー
ル
と
し

て
は
３
年
生
の
夏
以
降
に
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
公
開
さ
れ
る

「
先
輩
名
簿
」
を
積
極
的
に
活

用
し
て
ほ
し
い
。個
人
面
談
は
、

具
体
的
な
目
標
が
あ
る
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、「
就
職
に
不
安
を

抱
い
て
い
る
が
、
何
を
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い
、
し
た
い
こ

と
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
っ

た
学
生
に
こ
そ
利
用
し
て
ほ
し

い
。
相
談
し
て
自
分
の
思
い
や

考
え
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
し
た
い
こ
と
や
向
い
て
い

る
こ
と
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
今
日
、
長
引
く
不
況
に
回
復

の
兆
し
は
見
ら
れ
る
も
の
の
雇

用
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
。
就
職
活
動
が
本
格
化
す
る

　
日
本
維
新
の
会
共
同
代
表
の

橋
本
徹
大
阪
市
長
が
２
月
１
日

に
市
長
を
辞
職
し
、
再
出
馬
す

る
意
向
を
表
明
し
た
。
再
び
住

民
投
票
を
行
い
、
住
民
投
票
を

行
う
こ
と
で
、「
大
阪
都
構
想
」

の
是
非
を
問
う
こ
と
が
目
的

だ
。

　
し
か
し
、
こ
の
大
阪
都
構
想

と
い
う
も
の
の
実
態
を
皆
さ
ん

は
、
き
ち
ん
と
理
解
で
き
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
、
そ
れ
を
こ
こ
で
は
解

説
し
て
い
き
た
い
。

　
大
阪
都
構
想
と
は
、
大
阪
府

と
政
令
指
定
都
市
の
２
市
（
大

阪
市
と
堺
市
）
を
解
体
し
、
10

～
12
の
特
別
自
治
区
か
ら
な

る
大
阪
都
を
新
設
す
る
と
い
う

も
の
だ
。
つ
ま
り
、
大
阪
都
構

想
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
大
阪
市
と
堺
市
が
消
滅
す

る
こ
と
に
な
る
。
近
畿
地
方
の

中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
市
が
、

歴
史
の
あ
る
堺
市
を
消
滅
さ
せ

て
ま
で
実
行
し
よ
う
と
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。

　
大
阪
都
構
想
は
名
前
か
ら
も

な
権
限
や
財
源
を
持
っ
て
い
る

場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
阪
府

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言

え
、
大
阪
府
と
大
阪
市
が
同
じ

よ
う
な
業
務
を
行
っ
て
い
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

大
阪
府
に
は
府
立
中
央
図
書
館

と
市
立
中
央
図
書
館
な
ど
、
同

じ
地
域
に
似
た
よ
う
な
公
共
施

設
が
重
複
し
て
作
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
く
存
在
す
る
。
大
阪
都

構
想
に
よ
っ
て
、
大
阪
市
、
堺

市
な
ど
大
き
な
力
を
持
っ
た
市

を
解
体
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
大
阪
に
は
知
事
と
市

長
と
い
う
二
人
の
リ
ー
ダ
ー
が

い
る
た
め
、
責
任
の
所
在
が
分

か
り
に
く
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
大
阪
都
構
想
で
は
、
市
長

KGニュース

　
４
月
１
日
よ
り
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
上
が
っ
た
。

２
０
１
５
年
10
月
に
は
10
％
に

上
が
り
、
２
段
階
に
分
け
て
引

き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
消
費
税
率
を
上
げ
る
目
的
は
、

若
い
世
代
に
負
担
が
か
か
る
少

子
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
高

齢
者
も
含
め
国
民
全
体
の
税
負

担
を
増
や
す
た
め
だ
。
消
費
税

に
よ
る
収
入
は
景
気
の
良
し
悪

し
に
関
わ
ら
ず
安
定
し
て
い
る

た
め
、
社
会
保
障
の
財
源
が
確

保
で
き
る
。
他
に
も
年
金
や
医

療
、
介
護
、
少
子
化
対
策
へ
の

利
用
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
増
税
前
の
日
本
の
消
費
税
率

は
諸
外
国
と
比
べ
て
５
％
と
低

か
っ
た
。
中
国
は
17
％
、
Ｅ
Ｕ

加
盟
国
の
ほ
と
ん
ど
は
20
％
を

超
え
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で

最
も
消
費
税
の
低
い
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
で
も
15
％
だ
。
こ
れ
ら

の
数
字
か
ら
、
日
本
の
消
費
税

率
は
い
か
に
低
か
っ
た
か
が
分

か
る
。
仮
に
日
本
の
消
費
税
率

が
10
％
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

国
際
的
な
基
準
か
ら
見
る
と
決

し
て
高
く
な
い
の
だ
。

　
日
本
の
消
費
税
率
は
５
％
と

他
の
国
に
比
べ
て
低
い
も
の

の
、
生
活
必
需
品
に
か
か
る

消
費
税
率
は
安
い
と
は
言
え
な

い
。
ド
イ
ツ
の
標
準
税
率
は

19
％
で
あ
る
が
、
食
料
品
の
税

率
は
６
％
ほ
ど
で
あ
る
。
生
活

必
需
品
の
消
費
税
率
は
日
本
と

ド
イ
ツ
で
は
そ
こ
ま
で
差
が
な

い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
日
本
が
行
う
増

税
の
対
象
は
、
宝
石
や
高
い
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
贅
沢
品
だ

け
で
な
い
。
食
料
品
な
ど
の
生

活
必
需
品
に
も
適
用
さ
れ
る
た

め
、
全
て
の
国
民
に
影
響
を
与

え
る
の
だ
。
日
常
品
を
買
う
だ

け
で
、
貧
し
い
人
が
豊
か
な
人

と
同
等
の
税
金
を
払
わ
な
く
て

は
い
け
な
く
な
る
。

　
税
金
の
高
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
高
校
の
授
業
料
が
無
償
で
、

公
立
大
学
の
学
費
が
無
料
の
国

が
あ
る
。
ま
た
医
療
費
が
原
則

無
料
で
あ
る
国
も
あ
る
。
こ
う

し
た
税
金
が
高
い
国
で
は
、
国

民
の
生
活
に
お
け
る
金
銭
的
な

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
増

税
し
て
集
め
た
社
会
保
障
の
財

源
を
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
使
う

か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
国
民
の
生
活
が
楽
に
な
る

と
は
考
え
に
く
い
。

　
今
回
の
増
税
に
よ
っ
て
、
日

本
国
内
で
の
消
費
が
減
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。
消
費
税
が
上

が
る
と
、物
価
が
上
が
る
た
め
、

消
費
者
の
購
買
意
欲
を
下
げ
る

可
能
性
が
あ
る
。
景
気
が
良
く

な
っ
て
き
た
今
、
税
金
を
上
げ

て
国
内
で
の
消
費
を
下
げ
る
の

は
得
策
と
は
言
え
な
い
。

　
社
会
保
障
の
財
源
の
確
保
を

す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
社

会
保
障
の
維
持
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
増
税
も
や
む
を
得
な

い
。
し
か
し
、
年
金
や
医
療
、

介
護
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
使

わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
言
葉
は
曖
昧
で
具
体
的

に
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
使
わ
れ

る
の
か
が
明
確
に
な
っ
て
い
な

い
。
増
税
し
て
も
、
社
会
保
障

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か

を
知
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　
こ
の
増
税
で
は
特
定
の
世
代

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
世
代
か

ら
平
等
に
税
を
搾
取
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。だ
が
、

反
対
に
、
貧
し
い
人
が
豊
か
な

人
と
同
じ
税
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
社
会
保

障
に
よ
る
恩
恵
が
増
え
た
と
し

て
も
、
た
だ
金
額
が
増
え
る
だ

け
で
は
特
に
変
化
が
見
ら
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
社
会
保
障
は
貧
し
い
人
々
の

た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
の
は
ず
だ
。
そ
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
保
つ
た
め
に

貧
し
い
人
た
ち
か
ら
税
金
を
取

る
の
は
一
種
の
平
等
で
あ
る

が
、
生
活
が
苦
し
く
な
る
だ
け

で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

し
っ
か
り
さ
せ
る
の
は
、
意
味

が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
社
会
保

障
に
か
け
る
お
金
を
増
や
し
て

も
使
い
道
を
熟
考
し
な
く
て

は
、
今
回
の
増
税
は
意
味
の
な

い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ

う
。

『増税の意義を問う』『増税の意義を問う』
日進月歩日進月歩論説

が
い
な
く
な
り
、
責
任
が
知
事

に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
結
果
、
様
々
な
政
策
の
実

行
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
の
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
良
い
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
。

　
ま
ず
、
特
別
自
治
区
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
区
ご
と
に

議
会
を
設
け
る
た
め
、
新
た
に

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
議
会
が
増
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
議
員
が
増
え
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
り
、
コ
ス
ト
は
大

幅
に
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
大
阪
都
構
想
で
の
メ

リ
ッ
ト
に
、
二
重
行
政
の
解
消

を
挙
げ
た
が
、
二
重
行
政
は
決

し
て
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
。
二
重
行
政
下
で
は
、
大
阪

シューカツ最前線シューカツ最前線シューカツ最前線

大
阪
都
構
想

ま
る
わ
か
り
ニ
ュ
ー
ス
用
語

進路を考えるにあたっての
「５つのステップ」

１．人生観・職業観を持ち、自分
の人生における働く意味を明
確にする

２．自分の長所（短所）を知り、
強みを活かす

３．業界・業種を選択する
４．企業を選択する
５．企業風土が自分にあっている
かを確認する

前
に
、
ま
ず
何
を
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
。
今
日
の
就
活
事
情

に
つ
い
て
把
握
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
自
分
は
ど
う
や
っ
て
こ

の
状
況
を
突
破
す
る
の
か
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
本
誌
で
は
「
シ
ュ
ー
カ
ツ
最

前
線
」
と
題
し
て
、
全
６
回
に

わ
た
り
、
学
生
が
就
職
に
つ
い

て
考
え
る
足
掛
か
り
と
な
る
情

報
を
提
供
す
る
。

　
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、

ま
ず
就
活
の
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
す
る
。
今
年

度
と
来
年
度
で
、
企
業
の
選
考

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今

年
度
ま
で
は
三
年
生
の
12
月
に

企
業
説
明
会
へ
参
加
し
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
提
出
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
４
月
か
ら
本
格

的
に
選
考
活
動
が
行
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
来
年
度
か
ら
は

企
業
説
明
会
の
開
始
が
３
月
に

繰
り
下
げ
ら
れ
、
選
考
活
動
は

８
月
に
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。

こ
こ
で
注
目
し
て
ほ
し
い
の

が
、選
考
活
動
の
終
了
時
期
だ
。

来
年
度
か
ら
、
全
体
の
ス
タ
ー

ト
は
３
か
月
遅
く
な
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
就
職
活
動
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
卒
業
ま
で
の
期
間

は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
来

年
度
か
ら
本
格
的
に
就
活
を
行

え
る
期
間
が
短
く
な
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
選
考
時
期
の
繰
り
下
げ

が
適
応
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま

で
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
経

団
連
）
に
加
盟
し
て
い
る
企
業

だ
け
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
他
の
企

業
は
例
年
通
り
行
う
可
能
性
が

あ
る
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、

三
年
生
は
就
活
時
期
が
短
縮
さ

れ
る
た
め
、
例
年
以
上
に
入
念

な
準
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、就
活
に
備
え
て
、

私
た
ち
が
事
前
に
準
備
で
き
る
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ク
ラ
ブ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

チア
リーダー部

　
応
援
団
総
部
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
部
は
、
本
学
の
体
育
会

の
応
援
や
、
行
事
で
の
演
技

披
露
、依
頼
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
７
月
に
は

Sum
m

er Festa

、
12
月
に

はW
inter Festa

と
い
う
単

独
公
演
も
行
っ
て
い
る
。

　
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
聞
く
と
、

練
習
が
大
変
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
抱
く
人
も
多
い
だ
ろ
う

が
、
実
際
は
ど
う
な
の
か
。

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
魅
力
を

紐
解
い
て
い
き
た
い
。

　
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
特
長

に
つ
い
て
、
部
長
の
前
辻
は

る
香
さ
ん
（
経・４
）
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
や
人
を
通
じ
、
今
し
か

出
来
な
経
験
が
た
く
さ
ん
出
来

る
。
体
育
会
の
応
援
の
た
め
に
、

甲
子
園
球
場
や
東
京
ド
ー
ム
な

ど
、
日
本
全
国
を
活
動
範
囲
と

し
て
い
る
」
と
話
す
。
確
か
に
、

こ
こ
ま
で
活
動
範
囲
の
広
い
部

活
動
は
、
本
学
で
も
少
な
い
は

ず
だ
。

　
ま
た
、
前
辻
さ
ん
は
「
単
独

公
演
で
は
、
２
０
０
０
人
以
上

の
観
客
の
前
で
自
分
た
ち
の
作

り
上
げ
た
演
技
を
披
露
す
る
。

苦
労
も
多
い
が
、
と
て
も
楽
し

く
、一
生
の
思
い
出
に
な
る
」と
、

話
す
。

　
最
後
に
、
新
入
生
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
尋
ね
る

と
、「
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
は
経
験

者
の
集
ま
り
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
部
員
の
大
半
は
初
心
者
だ
。

チ
ア
を
し
た
い
、
ダ
ン
ス
が
好

き
、
人
に
笑
顔
や
勇
気
を
与
え

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、

立
派
な
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ

る
の
で
、
安
心
し
て
入
部
し
て

４月　入学式、春季応援活動開始

５月　そんなあなたを応援します

６月　総合関関戦

７月　Summer Festa（下級生発表会）

８月　合宿

９月　連盟祭、秋季応援活動開始

11月　総部祭

12月　単独公演Winter Festa

年間スケジュール

活動場所
　本学食堂BIGMAMA前プラザ、本学高等部体育館
活動日時
　基本的に週３回の放課後、週１回のチャペル、昼休み練習。
　土日は練習または試合応援
部　員　数　16名
連　絡　先
　haruka1210_anuhea@ezweb.ne.jp

ワンダー
フォーゲル部

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
体
育

会
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

（
以
下
、
ワ
ン
ゲ
ル
）
だ
。
ワ

ン
ゲ
ル
は
登
山
に
固
執
す
る
の

で
は
な
く
、
山
の
風
景
を
楽
し

み
自
然
を
満
喫
す
る
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
。
ワ
ン
ゲ
ル
部
主
将
の

村
田
三
四
郎
さ
ん
（
社
・
３
）

は
「
活
動
は
主
に
登
山
が
中
心

で
す
が
、
夏
に
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
、
冬
に
は
ス
キ
ー
も
し
て
い

ま
す
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
は
山

陰
を
通
っ
て
福
岡
ま
で
、
ス

キ
ー
は
北
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル

プ
ス
へ
行
き
ま
す
」
と
話
す
。

　
練
習
は
週
２
回
の
ウ
エ
イ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
、
週
４
回
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

あ
る
。村
田
さ
ん
は「
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
次
登
る
山
の
情
報
収

集
や
意
見
交
換
、
登
っ
た
山
の

反
省
等
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
人
の
た
め
に
、
気
象
や
衛
生

に
関
す
る
テ
ス
ト
も
行
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
。

　
部
内
で
は
合
宿
メ
ン
バ
ー

（
登
山
が
メ
イ
ン
で
部
員
全
員

参
加
）
と
Ｐ
Ｗ
（
部
内
の
数
人

が
参
加
し
、
好
き
な
所
に
出
か

け
る
。
経
験
値
を
積
む
た
め
の

合
宿
も
行
わ
れ
る
）
に
分
か
れ

る
。
合
宿
が
他
の
体
育
会
で
言

う
試
合
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

準
備
も
欠
か
せ
な
い
。

　
村
田
さ
ん
に
ワ
ン
ゲ
ル
部
の

醍
醐
味
に
つ
い
て
聞
く
と
「
全

国
様
々
な
所
に
行
け
る
。た
だ
、

山
に
登
る
だ
け
で
は
な
く
、
下

山
後
に
温
泉
に
行
っ
た
り
、
ご

当
地
グ
ル
メ
を
皆
で
味
わ
っ
た

り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
」
と
言

う
。

　
最
後
に
、
村
田
さ
ん
は
新
入

生
に
向
け
て
「
中
学
、
高
校
時

代
に
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
初

心
者
で
も
、
問
題
な
く
入
部
し

て
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来

る
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が

大
学
か
ら
始
め
て
い
る
が
、
そ

ん
な
メ
ン
バ
ー
で
も
レ
ベ
ル
の

高
い
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来

る
の
で
ぜ
ひ
、
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。
男
女
関
係

な
く
ア
ウ
ト
ド
ア
に
興
味
あ
る

関
学
生
は
、
ワ
ン
ゲ
ル
の
門
を

叩
い
て
み
る
こ
と
を
強
く
お
勧

め
す
る
。

活動場所
　総合体育館２階トレーニングルーム　新学生会館２階

活動日時
　火・金曜日　その他に週４回のランニング

部　員　数　23名（男女混合）

連　絡　先
　feeling.about.hima@gmail.com

１、２月　スキー訓練

３月　　　冬期登山

５、６月　新人合宿

11月　　　冬季新人合宿

年間スケジュール

文芸部
　
文
芸
部
は
本
学
で
最
も
文

学
に
触
れ
ら
れ
る
環
境
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
部
員
は
自

ら
Ｓ
Ｆ
・
歴
史
小
説
・
海
外

小
説
等
、
多
岐
に
渡
り
好
き

な
ジ
ャ
ン
ル
で
執
筆
し
て
い

る
。

　
主
な
活
動
は
年
７
回
部
内

誌
を
発
行
し
て
い
る
こ
と

だ
。
部
内
誌
と
は
各
部
員
が

執
筆
し
た
作
品
が
ま
と
め
ら

れ
た
冊
子
で
あ
る
。
今
年
は

文
章
の
華
や
か
さ
を
意
味
す

る
と
と
も
に
、
色
と
り
ど
り

の
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る

よ
う
に
部
員
達
の
個
性
溢
れ
る

作
品
が
集
ま
る
と
い
う
気
持
ち

を
込
め
て
「
文
華
」
と
い
う
題

に
し
た
と
い
う
。

　
部
内
誌
が
発
行
さ
れ
た
後
、

合
評
会
と
い
う
作
者
と
部
員
達

が
批
評
や
感
想
等
意
見
を
述
べ

ら
れ
る
場
が
設
け
ら
れ
る
。
部

員
達
は
今
後
の
改
善
点
を
相

互
に
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
前

段
階
と
し
て
、「
読
み
合
わ
せ
」

と
い
う
プ
レ
合
評
会
も
行
わ
れ

る
。
ま
た
、「
読
書
会
」
と
い

う
著
名
な
本
を
使
っ
て
作
品
の

中
で
良
い
点
等
を
考
察
し
て
い

く
場
も
設
け
ら
れ
る
。
合
評
会

も
読
書
会
も
月
１
回
行
わ
れ
、

完
成
度
の
高
い
作
品
を
目
指
し

切
磋
琢
磨
し
て
い
る
。

　
部
長
の
雑
賀
千
佳
さ
ん（
文・

３
）
は
「
文
芸
部
に
い
て
楽
し

い
と
思
え
る
こ
と
は
、
作
品
を

書
い
て
い
る
時
で
す
。
他
大
学

と
の
交
流
も
含
め
て
様
々
な

意
見
を
交
換
し
合
え
る
こ
と
も

文
芸
部
の
良
い
と
こ
ろ
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
。
雑
賀
さ
ん

は
新
入
生
に
「
書
く
だ
け
で
な

く
、
本
と
出
会
う
為
に
来
て
ほ

し
い
で
す
。
個
人
的
で
は
あ
り

ま
す
が
、
練
習
し
て
い
る
内
に

語
彙
が
増
え
て
、
少
し
で
も
正

確
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
将
来
に
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
。興
味
が
あ
れ
ば
、

部
室
に
立
ち
寄
っ
て
欲
し
い
で

す
」
と
話
す
。
文
章
を
書
い
て

い
る
内
に
普
段
の
授
業
レ
ポ
ー

ト
等
で
文
章
力
を
発
揮
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
４
回
生
の
作
品
を
集

め
た
「
関
学
文
藝
」、
昨
年
度

の
部
員
が
書
い
た
小
説
を
選
考

し
集
め
た
「
傑
作
選
」
を
販
売

し
て
お
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作

品
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
文

学
に
興
味
あ
る
関
学
生
は
文
芸

部
の
門
を
叩
い
て
み
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

４月　新歓・合評会・読書会

５月　合評会・読書会

６月　合評会・読書会

８月　読書会

９月　合宿

10月　合評会・読書会

11月　合評会・読書会

12月　クリスマスコンパ・読書会

２月　合評会・読書会

３月　追い出しコンパ

年間スケジュール

活動場所
　新学生会館３Ｆ

活動日時
　月二回（土曜日）

部　員　数　52名
連　絡　先
　sasayuki-cousin@ezweb.ne.jp

　
新
聞
総
部
は
年
に
６

回
、
関
西
学
院
大
学
新
聞

を
発
行
し
て
い
る
。
総
部

90
年
を
超
え
る
伝
統
あ
る

部
活
だ
が
、
時
代
に
合
っ

た
記
事
作
り
を
モ
ッ
ト
ー

に
部
員
一
同
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
普
段
の
活
動
で
は
、
学

内
外
で
起
こ
る
色
々
な
出

来
事
を
取
材
し
、
記
事
に

す
る
。
取
材
を
通
し
て

様
々
な
人
と
出
会
う
と
い

う
、
な
か
な
か
出
来
な
い

経
験
を
得
ら
れ
る
。

　
基
本
的
な
活
動
日
は
週

１
回
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
勉

強
と
も
両
立
出
来
る
。
他

の
サ
ー
ク
ル
な
ど
と
掛
け

持
ち
し
て
い
る
部
員
も
い

る
。

　
記
事
は
も
ち
ろ
ん
、
レ

イ
ア
ウ
ト
も
特
集
も
す
べ

て
自
分
た
ち
で
考
え
て
い

く
の
で
、
文
章
力
や
企
画

力
も
ア
ッ
プ
出
来
る
。
新

聞
が
出
来
上
が
っ
た
時
に

は
、
大
き
な
達
成
感
が
あ

る
。

　
部
員
は
個
性
豊
か
で
、

会
議
で
は
様
々
な
意
見
が

飛
び
交
う
。
様
々
な
人
と

出
会
い
た
い
、
文
章
力
を

高
め
た
い
、
人
見
知
り
を

治
し
た
い
な
ど
、
入
部
の

理
由
は
十
人
十
色
だ
。

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
す

が
、
や
り
が
い
の
大
き
い

部
活
で
す
！
部
室
で
待
っ

て
い
ま
す
。 新聞総部

欲
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
練
習
が
大
変
な
の
は
事
実

だ
が
、
一
生
の
思
い
出
が
手

に
入
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
。

興
味
を
持
っ
た
関
学
生
は
、

入
部
を
お
す
す
め
す
る
。
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クラブ・サークル特集

よさこい連
炎　流

　
関
学
よ
さ
こ
い
連
炎え

ん
流る

は
、
校
内
だ
け
に
限
ら
ず
、

全
国
各
地
の
お
祭
り
で
よ
さ

こ
い
を
踊
る
本
学
の
サ
ー
ク

ル
だ
。
こ
こ
で
は
、
炎
流
の

活
動
や
、
や
り
が
い
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

　
普
段
は
、
三
田
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
振
付
を
覚
え
る
等
の

練
習
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

練
習
で
の
成
果
は
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
の
公
演
で
発
揮

す
る
。
特
に
夏
は
多
く
の
祭

り
に
参
加
す
る
の
で
、
大
忙
し

だ
そ
う
だ
。
そ
れ
以
外
の
シ
ー

ズ
ン
オ
フ
と
な
る
季
節
、
特
に

冬
は
、練
習
だ
け
で
な
く
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
を
す
る
こ
と
も
あ
る
そ

う
だ
。

　
踊
り
の
振
付
な
ど
は
、
１
年

に
一
度
変
更
さ
れ
る
が
、
す
べ

て
学
生
の
み
で
考
え
る
。
そ
の

過
程
で
仲
間
と
真
剣
に
話
し

合
っ
て
い
く
と
き
に
、
や
り
が

い
を
感
じ
る
そ
う
だ
。
ま
た
、

衣
装
の
制
作
や
調
整
を
行
う
者

や
、
音
楽
を
取
り
扱
う
者
も
い

る
。
自
分
の
特
技
を
生
か
せ
る

こ
と
が
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
サ
ー
ク
ル
内
は
、
メ
ン
バ
ー

同
士
の
仲
が
よ
く
雰
囲
気
が
と

て
も
良
い
。
ま
た
、
年
に
一
度

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
も
し
て

い
る
よ
う
だ
。「
練
習
は
大
変
で

す
が
、
そ
の
お
か
げ
で
仲
間
と

の
絆
が
深
ま
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」
と
岩
佐
さ
ん
（
理
・
３
）

は
話
す
。

　
サ
ー
ク
ル
に
入
る
メ
ン
バ
ー

は
、
経
験
者
は
意
外
と
少
な
く
、

初
心
者
の
メ
ン
バ
ー
が
９
割
と

多
い
。
加
入
後
は
、
上
回
生
か

ら
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら
え
る
。

ま
た
、
練
習
は
大
変
で
は
あ
る

が
、
授
業
や
バ
イ
ト
と
も
両
立

で
き
て
い
る
人
が
多
い
。

　
最
後
に
、岩
佐
さ
ん
は「
サ
ー

　
邦
楽
ク
ラ
ブ
は
箏
、
三
絃

（
三
味
線
）、
尺
八
の
３
つ
の

和
楽
器
の
演
奏
を
メ
イ
ン
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
練
習

は
水
曜
日
と
土
曜
日
の
週
２

回
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
部
活

動
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
や
す

く
、
遊
び
も
バ
イ
ト
も
要
領

よ
く
こ
な
し
て
い
る
部
員
が

多
い
。
部
室
は
上
ヶ
原
の
新

学
生
会
館
３
階
に
あ
る
が
、

練
習
は
新
学
生
会
館
に
あ
る
和

室
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
月
に
２
、３
回
プ

ロ
の
行
講
師
の
方
を
招
い
て
直

接
指
導
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
あ
る
。
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て

い
る
伝
統
音
楽
に
新
鮮
さ
を
感

じ
、
ま
た
そ
の
音
楽
を
自
分
の

手
で
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
に
多
く
の
部
員
が
や
り
が

い
を
感
じ
て
お
り
、
日
々
の
稽

古
に
も
そ
の
情
熱
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
メ
イ
ン
に

な
る
イ
ベ
ン
ト
は
定
期
的
に
行

わ
れ
る
演
奏
会
だ
。
演
奏
会
前

は
自
主
的
に
練
習
を
行
っ
て
い

る
部
員
の
姿
が
多
数
み
ら
れ
、

部
活
へ
の
強
い
思
い
入
れ
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
邦
楽
ク
ラ
ブ
は

ひ
た
す
ら
練
習
に
励
み
、
楽
器

に
打
ち
込
ん
で
い
く
こ
と
も
で

き
る
が
、
逆
に
学
校
の
長
期
休

み
に
は
ま
と
ま
っ
た
休
み
が
あ

り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
時
間
を

確
保
す
る
こ
と
も
で
き
る
非
常

に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
部
活
に

な
っ
て
い
る
。
和
楽
器
に
敷
居

の
高
さ
を
感
じ
る
人
も
多
い
と

お
も
う
が
、
現
在
の
部
員
の
ほ

ぼ
全
員
が
大
学
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
の
で
、
後
輩
へ
の
指

導
も
丁
寧
で
新
し
く
大
学
か
ら

始
め
る
人
に
と
っ
て
非
常
に
好

環
境
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の

伝
統
音
楽
は
日
常
生
活
で
触
れ

合
う
こ
と
は
少
な
く
、
始
め
る

機
会
も
そ
う
多
く
な
い
。
新
し

い
大
学
生
活
の
始
ま
り
を
機
に

一
度
触
れ
合
っ
て
み
る
の
も
い

い
か
も
し
れ
な
い
。

邦 楽 部

４月　新入生勧誘のオリエンテー
　　　ションコンサート
８月　全国学生邦楽フェスティバル
９月　合宿
11月　定期演奏会
12月　フェアウェルコンサート

年間スケジュール
活動場所
　学生会館新館３階　和室４

活　動　日
　水・日曜日
　５限後～19時
　土曜日
　10時～15時

部　　員　14名

連　絡　先
　部長
　　裏垣晴菜　人福３年
　　ura.haru03@gmail.com

１月　　　テスト期間（練習は休み）
２月　　　合宿、スノーボードなど
３月　　　浜松の祭りに参加
４、５月　新歓
６月　　　北海道ソーラン祭りに参加
７月　　　テスト期間（練習は休み）
８月　　　全国各地で行われるお祭り
　　　　　に参加
９月　　　地元で行われるお祭り
　　　　　（神戸よさこい祭など）に
　　　　　参加
10月、11月　学祭での公演
12月　　　代替わり

年間スケジュール

活動場所
　神戸三田キャンパスグラウンド

活動日時
　火・金　18：40～21：00
（休暇は10：00～16：00にやることも）

部　員　数　130（男女混合）

連　絡　先
　kyo-suke-k-g.328@i.softbank.jp
　岩佐 恭祐さん

　contact@enru.jp　部活用アドレス

部員の一日部員の一日

８：00 起床

９：30 図書館で自習
 （文武両道もチア

リーダーとしての
基本です！）

11：00 ２限授業

12：30 自主練習

13：30 同期とランチ兼
ミーティング

15：00 一旦帰宅
 （ 掃 除、 洗 濯、

読書タイム)

16：30 練習準備～練習

21：00 帰宅

24：00 就寝

チアリーダー部

前辻はる香
さん

（経・４）

８：00 起床

11：10～ ２限出席

13：30～ ３限出席

15：00～ 楽器準備

16：40～ ５限出席

18：30～ 練習

19：00～ 練習おわり

 （部員と談笑する

ことも。）

１：00～ 就寝

邦　楽　部

裏垣　春菜
さん

（人福・３）

（火曜日）

８：00 起床

８：30 出発

９：00 授業

15時まで授業

15：10 ランニング

16：50 授業

18：30 ウエイトトレーニング

＠総合体育館２階

19：30 ミーティング

20：30 ミーティング終了

ワンダーフォーゲル部

村田三四郎
さん

（社・３）

８：00 起床のち登校

９：00～18：20　授業

18：40～21：00　練習

21：00～ 帰宅、夕食など。

たまにサークルの

仲間と食事に行く

ことも。

１：00　就寝

よさこい連炎流

岩佐　恭祐
さん

（理・３）

ク
ル
の
中
で
も
人
数
が
多
い
の

で
、
個
性
豊
か
な
い
ろ
い
ろ
な

人
に
出
会
え
る
。
活
動
は
楽
し

い
が
、
真
剣
な
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、
や
り
が
い
も
多
い
。
こ

の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
後
悔
す

る
こ
と
は
な
い
と
思
う
」
と

語
っ
た
。
大
学
生
活
を
充
実
さ

せ
た
い
人
は
、
参
考
に
し
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。



2014年4月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2014年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 6連載記事

練
は
ナ
イ
フ
が
出
て
き
た
場
合

の
対
処
法
な
ど
恐
ろ
し
い
も
の

で
、
練
習
後
に
は
教
わ
る
３
人

の
顔
が
血
だ
ら
け
に
な
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。

　
彼
が
所
属
し
て
い
た
中
学
校

で
は
暴
力
が
幅
を
利
か
し
、
空

手
使
い
や
喧
嘩
名
人
に
よ
っ
て

非
常
に
荒
れ
て
い
た
。
そ
の

中
で
彼
は
転
校
生
の
久
山
を
抑

え
、
つ
い
に
番
長
格
で
あ
る
の

し
を
葬
る
。
３
年
に
な
る
と
彼

は
番
長
格
と
な
り
、
数
あ
る
修

羅
場
を
く
ぐ
り
抜
け
荒
れ
た
中

学
時
代
を
過
ご
し
た
。

　
卒
業
後
、
彼
は
予
備
校
に
通

う
傍
ら
高
校
の
助
手
と
い
う
仕

事
に
従
事
し
つ
つ
、
職
場
の
マ

ド
ン
ナ
で
あ
る
山
本
さ
ち
に
恋

を
す
る
。
恋
は
実
る
こ
と
は
な

く
、
再
び
修
羅
の
道
を
進
む
こ

と
と
な
る
。
彼
は
電
車
で
偶
然

出
く
わ
し
た
や
く
ざ
の
よ
う
な

男
、
米
良
に
友
人
の
借
り
を
返

す
と
い
う
こ
と
で
呼
び
止
め
ら

れ
る
。
川
の
土
手
で
タ
イ
マ
ン

を
は
り
、
元
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー

の
米
良
と
互
角
に
渡
り
合
っ
た

が
、
男
の
蹴
り
で
歯
を
２
本
折

る
重
傷
を
負
っ
て
し
ま
う
。
後

日
、
彼
は
仕
返
し
に
米
良
の
住

居
を
突
き
と
め
、
雑
木
林
で
タ

イ
マ
ン
を
挑
む
。
道
具
を
使
っ

た
喧
嘩
は
恐
ろ
し
く
、
左
眼
に

大
き
な
重
傷
を
負
っ
た
が
、
棒

杭
を
使
っ
て
米
良
の
脛
を
打

ち
、
米
良
を
倒
し
た
。

　
彼
の
本
の
種
類
は
３
つ
に
別

れ
る
。
Ｓ
Ｆ
と
随
筆
、
そ
し
て

自
伝
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

彼
の
随
筆
は
奇
想
天
外
で
面
白

く
、
昭
和
軽
薄
体
と
し
て
知
ら

れ
る
彼
の
文
章
ら
し
い
と
感
じ

る
。
自
伝
で
も
、『
イ
ン
ド
で

わ
し
も
考
え
た
』
や
『
ロ
シ
ア

に
お
け
る
ニ
タ
リ
ノ
フ
の
便
座

に
つ
い
て
』
な
ど
、
と
て
も
魅

力
的
な
作
品
が
あ
る
。
大
学
時

代
、
暇
を
持
て
余
し
て
い
る
諸

君
は
椎
名
誠
的
軽
薄
型
の
文
章

に
傾
倒
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
椎
名

誠
作
の
「
黄
金
時
代
」
だ
。
椎

名
誠
本
人
の
若
き
日
の
面
白
お

か
し
い
日
々
を
綴
っ
て
お
り
、

男
心
く
す
ぐ
る
ス
リ
ル
な
日
常

も
記
さ
れ
て
い
る
。

椎名　誠

　
映
画
「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」

の
劇
中
で
、
主
人
公
ピ
ー
タ
ー

に
彼
の
伯
父
が
残
し
た
有
名
な

言
葉
だ
。
洋
画
好
き
の
人
で
あ

れ
ば
、
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
意
味
は
文
字

通
り
だ
。
も
と
も
と
は「W

ith 
g
reat p

ow
er com

es 
great responsibility

」
と

い
う
言
葉
で
、
最
初
に
使
っ

た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
・

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　
私
は
、
大
学
に
入
学
し
て
間

も
な
い
時
期
に
こ
の
言
葉
に
出

会
っ
た
。
当
時
、
グ
ル
ー
プ
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る

課
題
が
あ
り
、
私
は
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
に
選
ば
れ
た
。と
こ
ろ
が
、

実
を
い
う
と
あ
ま
り
や
る
気
が

な
く
、
グ
ル
ー
プ
の
仕
事
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
時
期
が

あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
言
葉
は
、
そ

ん
な
私
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で

あ
れ
、
役
職
を
与
え
ら
れ
仕
事

を
任
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
責
任

を
持
っ
て
や
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
事
を
考
え
さ
せ
た
。
お
か

げ
で
、
そ
の
後
何
と
か
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
出
来
た
。

　
現
在
は
学
生
と
し
て
大
学
で

知
識
を
蓄
え
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
い
つ
か
職
に
就
き
、
社
会

の
一
員
と
し
て
生
き
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
ど
ん
な

職
種
や
役
職
で
仕
事
を
す
る
に

し
て
も
、
何
か
し
ら
の
形
で
社

会
に
影
響
を
残
す
。
私
は
、
ど

れ
ほ
ど
時
が
経
て
ど
も
、
自
分

の
持
つ
権
限
や
役
柄
を
理
解

し
、
自
分
の
行
動
が
ど
の
よ
う

に
人
々
に
影
響
を
与
え
て
い
く

の
か
、
常
に
考
え
な
が
ら
生
き

て
い
き
た
い
。

　
物
語
は
彼
が
中
学
時
代
の
話

か
ら
始
ま
る
。
彼
は
番
長
グ

ル
ー
プ
の
副
番
長
格
で
あ
る
角

田
と
タ
イ
マ
ン
を
は
っ
た
後
、

リ
ン
チ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
喧

嘩
の
腕
を
上
げ
る
た
め
、
彼
は

友
人
で
あ
る
策
次

と
ア
ー
ム
と
一
緒

に
や
く
ざ
と
関
わ

り
の
あ
る
恐
ろ
し

い
男
ゆ
う
に
喧
嘩

の
仕
方
を
教
わ

る
。
ゆ
う
の
訓

　
今
回
は
、
現
在
関
学
が
所
有

す
る
５
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１

つ
、
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
梅
田
茶

屋
町
に
あ
る
高
層
ビ
ル
、
ア
ブ

ロ
ー
ズ
タ
ワ
ー
の
10
階
と
14
階

に
位
置
し
て
い
る
。
２
０
０
０

年
に
、
大
学
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
か
ら
離
れ
た
都
市
に

作
ら
れ
る
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
て
創
設
さ
れ
、

２
０
０
４
年
に
正
式
な
キ
ャ
ン

パ
ス
へ
と
昇
格
。
複
合
的
な
施

設
利
用
を
目
的
と
し
、
学
生
は

も
ち
ろ
ん
一
般
の
人
の
利
用
も

多
く
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た

講
演
会
な
ど
も
数
多
く
開
か
れ

て
い
る
。

　
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比
べ
、

比
較
的
利
用
者
が
少
な
い
た

め
、
少
人
数
制
を
い
か
し
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

講
師
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の

対
話
な
ど
、
よ
り
実
践
的
で
濃

い
内
容
の
講
演
や
授
業
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
代
表
的
な
も

の
と
し
て
、
社
会
人
が
昼
食
時

間
を
利
用
し
て
お
昼
ご
飯
を
と

り
な
が
ら
行
う
講
演
会
の
ビ
ジ

ネ
ス
ラ
ン
チ
ア
ワ
ー
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。
比
較
的
ビ
ジ
ネ
ス

に
特
化
し
た
も
の
が
多
い
の

で
、
将
来
、
一
般
就
職
や
起
業

を
考
え
て
い
る
学
生
は
一
度
参

加
を
考
え
て
み
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
。

　
普
段
関
わ
る
こ
と
の
少
な
い

梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
が
何
か
の

機
会
に
一
度
探
っ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
発
見

が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス
」

『
大
い
な
る
力
に
は

　
　
大
い
な
る
責
任
が
伴
う
』

　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ン
・
パ
ー
カ
ー

っ
た
。」
と
話
す
。
助
手
の
任
期
終
了
後
、
大
学
院

に
入
り
直
し
、
博
士
号
取
得
を
め
ざ
す
。
34
歳
で
よ

う
や
く
博
士
号
を
取
得
し
、
そ
の
後
、
信
州
大
学
に

就
職
。
5
年
間
務
め
た
後
、
本
学
の
社
会
学
部
教
授

に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

　「自
分
は
、
大
学
教
員
に
な
る
た
め
に
順
調
な
道

を
歩
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

他
人
の
職
業
経
歴
や
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
関
心
を

持
つ
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
す
。
ま
た
、「
人
生

の
岐
路
に
立
っ
た
時
、
い
つ
も
導
い
て
く
れ
る
先
生

方
が
い
た
点
に
お
い
て
、
僕
は
恵
ま
れ
て
い
た
」
と

い
う
。

　そ
こ
で
、
先
生
の
よ
う
に
メ
ン
タ
ー
と
出
会
う
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
尋
ね
る
と
、「
何
事
に
お

い
て
も
、
全
力
投
球
す
る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
、
き

っ
と
誰
か
が
そ
の
姿
を
見
て
い
て
く
れ
て
い
る
」
と

答
え
た
。

　ま
た
、
関
学
生
に
つ
い
て
「
い
い
意
味
で
も
悪
い

意
味
で
も
、
関
学
に
は
、
い
い
か
げ
ん
な
学
生
が
多

い
。
そ
れ
は
一
方
で
勉
強
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ

け
れ
ど
も
、
思
い
つ
め
な
い
と
い
う
い
い
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
れ
は
大
学
生
活
を
送
る
上
で
、
賢
い
生
き

方
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
打
て
ば
響
く
学
生
が
多
い
。

ゼ
ミ
で
お
と
な
し
く
て
も
、
無
理
や
り
発
言
さ
せ
る

と
、
鋭
い
コ
メ
ン
ト
を
し
た
り
、
優
れ
た
レ
ポ
ー
ト

を
書
く
。
関
学
の
学
生
は
、
能
力
は
あ
る
の
だ
か
ら
、

そ
れ
を
伸
ば
す
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
た
。

　今
回
は
社
会
学
部
社
会
学
科
の
渡
邊
勉
先
生
に
お

話
を
伺
っ
た
。
先
生
の
研
究
領
域
は
、
職
業
経
歴
か

ら
読
み
解
く
社
会
的
格
差
や
貧
困
で
あ
る
。
職
業
経

歴
の
研
究
は
、
デ
ー
タ
の
収
集
が
難
し
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
研
究
は
多
く
な
い
。
ま
た
、
調
査
対
象
者
の

経
歴
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
デ
ー
タ
の
長
さ
が
異
な
る

の
で
、分
析
も
難
し
い
。
し
か
し
、「
分
析
が
難
し
く
、

あ
ま
り
誰
も
手
を
付
け
て
い
な
い
研
究
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
面
白
い
し
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
話
す
。

　高
校
生
時
代
は
、「
大
学
で
学
問
を
身
に
付
け
る

な
ら
ば
、
実
用
性
な
ど
考
え
ず
純
粋
に
学
問
と
向
き

合
う
べ
き
」
と
考
え
て
、
最
も
実
用
や
効
率
か
ら
遠

い
と
思
わ
れ
る
文
学
部
を
め
ざ
し
、
東
北
大
学
文
学

部
に
入
学
す
る
。
入
学
後
、
恩
師
と
の
出
会
い
も
あ

っ
て
社
会
学
を
選
ぶ
。
し
か
し
、
学
生
時
代
は
、
社

会
学
に
つ
い
て
ま
じ
め
に
勉
強
し
て
い
た
と
い
う
よ

り
は
、
好
き
な
小
説
や
映
画
を
楽
し
む
よ
う
な
贅
沢

な
学
生
生
活
を
送
り
、
ゼ
ミ
で
は
一
生
も
の
の
大
事

な
友
人
と
出
会
っ
た
。
大
学
４
年
生
に
な
り
、
一
時

は
就
職
活
動
を
し
て
み
た
も
の
の
「
社
会
学
が
何
な

の
か
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
卒
業
し
て
い
い
の
か
」
と

疑
問
に
思
い
、
大
学
院
に
行
く
こ
と
を
決
断
す
る
。

そ
し
て
、
修
士
課
程
を
経
て
、
一
旦
は
出
版
社
に
就

職
す
る
も
の
の
、
一
年
後
に
出
版
社
を
退
職
、
そ
の

後
、
東
北
大
学
文
学
部
に
戻
り
、
助
手
を
務
め
る
。

助
手
時
代
の
４
年
間
は
、「
雑
務
ば
か
り
だ
っ
た
が
、

社
会
人
と
し
て
仕
事
を
覚
え
る
と
て
も
い
い
機
会
だ

わたなべ　つとむ

1991年 3月　東北大学文学部　卒業
1993年 3月　東北大学大学院文学研究科修士課程修了
1993年 4月　出版社勤務
1994年 6月　東北大学文学部助手
1998年 4月　東北大学大学院文学研究科博士課程進学（日本学術振興会特別研究員（DC））
2001年 3月　東北大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学
2001年 4月　日本学術振興会特別研究員（PD）
2002年10月　信州大学人文学部助教授（2007年より准教授）
2008年 4月　関西学院大学社会学部教授

面倒な研究だからこそ、面白くやりがい

渡 

邊  

　勉

社
会
学
部

教

　
　授
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新
：
関
西
学
院
交
響
楽
団
は
普

段
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
か
？

児
玉
：
週
３
日
集
ま
っ
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
学
祭
や
定
期
演

奏
会
の
前
は
少
し
忙
し
く
な
り

ま
す
ね
。

　
あ
と
は
各
自
で
自
主
練
で
す

ね
。
主
に
学
祭
や
定
期
演
奏
会

に
向
け
て
の
練
習
で
す
。

新
：
部
の
雰
囲
気
は
ど
ん
な
感

じ
で
す
か
？

児
玉
：
そ
う
で
す
ね

…
…
。
厳
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
や
る
と
き
は

や
る
」
と
い
う
感
じ
で

す
ね
。仲
は
い
い
で
す
！

新
：
人
数
が
多
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す

が
、
ど
の
く
ら
い
の
人

数
で
活
動
し
て
い
る
ん

K.G.studio

　今回のK.G.studioは、K.G.Workerと部室だよりです。
K.G.workerでは、本学西宮聖和キャンパスにある「キリ
スト教教育・保育研究センター」に勤める吉新ばらさんに、
部室だよりでは、100年を超える歴史を誇る関西学院交響
楽団にお話を伺いました。

　
彼
方
向
こ
う
の
水
平
線
は
、
霞
の
よ
う
に
滲
ん
で
い
た
。
流
れ
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
下
に
は
、
エ

メ
ラ
ル
ド
の
よ
う
に
輝
く
波
が
砕
け
て
は
散
っ
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
手
が
汗
ば
む
。
あ
の
入

江
に
行
く
の
は
久
々
だ
っ
た
。
高
校
の
と
き
は
、
よ
く
一
人
で
あ
そ
こ
ま
で
行
っ
て
海
を
見
た
も
の

だ
っ
た
。
も
や
が
か
っ
た
春
、
焼
け
そ
う
に
暑
か
っ
た
夏
、
雪
が
海
に
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
た
冬

の
と
き
も
…
…
。
私
の
青
春
は
、
あ
の
入
江
に
あ
っ
た
。
あ
の
時
は
海
に
行
く
自
由
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
え
る
。
授
業
を
さ
ぼ
っ
て
、
電
車
を
乗
り
継
い
で
こ
こ
ま
で
来
た
と
き
何
と
も
い
え
な
い
興
奮

が
あ
っ
た
の
を
未
だ
に
覚
え
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
な
が
ら
も
、
掌
に
湧
き
上
が
っ
て
く
る
よ

う
だ
っ
た
。

　
海
を
見
渡
せ
る
展
望
広
場
に
着
い
て
車
を
下
り
る
と
、
ま
ば
ら
に
人
が
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

年
配
の
夫
婦
、
観
光
客
、
家
族
連
れ
。
そ
し
て
私
は
い
つ
も
海
を
眺
め
て
い
た
場
所
、
淵
が
錆
び

た
ワ
ン
コ
イ
ン
式
望
遠
鏡
の
そ
ば
に
行
っ
た
。
砕
け
波
が
ざ
あ
と
厳
か
に
音
を
立
て
た
。
白
波
は
激

し
く
泡
立
っ
て
い
る
。
じ
い
っ
と
そ
れ
を
見
つ
め
た
。
潮
風
は
ど
こ
と
な
く
辛
い
。
手
す
り
に
腕
を

か
け
て
、
顎
を
乗
せ
た
。
た
だ
自
然
な
リ
ズ
ム
に
身
を
任
せ
て
、
目
を
瞑
っ
た
。
ざ
ぶ
ん
、
ざ
ぶ
ん

…
…
。
緩
く
、
緩
く
、
そ
れ
は
聞
こ
え
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
う
や
っ
て
意
識
が
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
と
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
低
い
声
が
耳
に
入
っ
た
。
目
を
や

る
と
、
く
た
び
れ
た
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
た
中
年
男
性
が
い
た
。
無
精
髭
を
生
や
し
て
、
疲
れ
て
い
て

自
分
の
格
好
に
気
配
る
余
裕
を
な
く
し
た
男
だ
っ
た
。「
写
真
を
撮
っ
て
貰
え
ま
せ
ん
か
」
目
線
を

下
げ
て
、
カ
メ
ラ
を
人
差
し
指
で
弄
り
な
が
ら
言
う
の
だ
っ
た
。

　「
い
い
で
す
よ
」
と
不
承
不
承
答
え
る
と
、
そ
れ
を
知
っ
て
か
男
は
「
邪
魔
し
ち
ゃ
っ
て
す
み
ま

せ
ん
、
で
も
貴
方
な
ら
い
い
か
、
と
思
い
ま
し
て
ね
」
と
言
っ
た
。「
そ
り
ゃ
ど
う
し
て
で
す
か
」

と
尋
ね
た
。
す
る
と
彼
は
言
っ
た
。

　「
い
や
、
疲
れ
て
る
と
何
で
も
な
い
こ
と
が
心
に
き
ち
ゃ
う
で
し
ょ
。
私
も
そ
の
口
で
ね
。
仕
事

し
た
後
、
ビ
ー
ル
だ
け
じ
ゃ
し
ん
ど
い
で
し
ょ
…
…
。
貴
方
も
同
じ
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
。
な
ん

と
な
く
な
ん
で
す
け
ど
ね
」
小
じ
わ
が
額
に
よ
っ
て
気
弱
そ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

　
私
は
「
こ
れ
は
、
偶
然
。
僕
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
」
と
驚
き
な
が
ら
言
っ
た
。
確
信
に
満
ち
た
偶

然
で
あ
っ
た
の
だ
。
類
は
友
を
呼
ぶ
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
に
し
た
っ
て
単
な
る
偶
然
で
は
な

く
て
、
今
日
は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う
必
然
的
な
日
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
。「
そ
ん

な
気
が
し
た
ん
で
す
よ
」
と
男
が
笑
う
と
、
そ
こ
で
私
は
パ
シ
ャ
っ
と
写
真
を
撮
っ
て
あ
げ
た
。
男

は
意
外
な
表
情
を
見
せ
た
が
、
撮
っ
た
も
の
を
見
る
と
再
び
笑
み
を
見
せ
た
。

　「
あ
り
が
と
う
、
う
ま
い
こ
と
撮
る
ね
」

　
そ
う
男
が
言
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
く
す
っ
と
笑
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
男
が
去
る
と
、
こ
の
海
を
見
つ
め
直
し
た
。
遠
く
は
鈍
色
。
偶
然
が
偶
然
を
呼
ぶ
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
こ
の
海
が
私
を
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
明
日
に
は
も
う
仕
事
だ
と
い
う
の
に
、
今
日
は
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、妙
に
誇
ら
し
い
。
ト
ン
ビ
が
翼
を
広
げ
、高
ら
か
に
飛
ん
で
い
る
。

『
展
望
広
場
の
真
ん
中
で
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
望

ど
う
で
し
た
か
？

児
玉
：
１
０
０
周
年
と
い
う
こ

と
で
例
年
よ
り
多
く
の
方
が
来

て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
私

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
。

新
：
最
初
が
１
０
０
周
年
の
演

奏
会
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
！

児
玉
：
先
輩
に
も
言
わ
れ
ま
し

た
（
笑
）

新
：
初
舞
台
だ
っ
た
ん
で
す

か
？

児
玉
：
い
い
え
。
１
回
生
の
初

舞
台
は
演
奏
旅
行
で
行
っ
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
し

た
。
ト
ト
ロ
な
ど
誰
も
が
知
っ

て
い
る
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
緊
張
し
ま
し

た
か
？

児
玉
：
私
は
あ
ま
り
緊
張
し
な

い
方
な
ん
で
す
よ
。
楽
し
ん
で

や
れ
れ
ば
い
い
か
な
っ
て
。
も

ち
ろ
ん
、
お
金
を
払
っ
て
き
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
そ
れ
相

応
の
演
奏
を
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、

楽
し
ん
で
演
奏
す
る
こ
と
も
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
：
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と

も
大
切
で
す
よ
ね
！
学
生
に
向

け
て
何
か
一
言
あ
り
ま
す
か
？

児
玉
：
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
詳
し
く

な
く
て
も
、
初
心
者
で
も
誰
で

も
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
気
軽
に
見

学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

と
い
う
。

　
吉
新
さ
ん
は
、「
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
風
に
こ
の
史
料
を
読

み
、
学
ん
で
い
た
の
か
思
い
め

ぐ
ら
せ
る
の
は
と
て
も
楽
し
い

こ
と
。
こ
う
い
っ
た
史
料
は
１

つ
１
つ
が
宝
物
だ
。
学
生
の
み

な
さ
ん
に
も
、
せ
っ
か
く
キ
リ

ス
ト
教
主
義
の
学
校
に
入
学
し

た
の
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に

興
味
を
も
ち
、
色
々
な
史
料
を

見
に
来
て
欲
し
い
」
話
し
た
。

ま
た
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
史

料
を
探
し
求
め
て
き
た
人
が
、

そ
の
史
料
を
見
つ
け
た
時
の
喜

ぶ
顔
を
見
る
と
や
り
が
い
を
感

じ
る
」
と
語
る
。

　
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
保
育
セ

で
す
か
？

児
玉
：
現
在
は
２
～
４
回
生
の

み
な
の
で
75
人
程
で
す
。
全
学

年
が
揃
う
と
１
０
０
人
く
ら
い

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

新
：
や
っ
ぱ
り
多
い
で
す
ね
！

顔
と
か
覚
え
ら
れ
ま
す
か
？

児
玉
：
は
い
。
違
う
学
年
の
人

を
混
ぜ
て
行
う
た
て
コ
ン
や
、

３
月
と
９
月
に
合
宿
な
ど
が

あ
っ
て
他
の
学
年
の
人
と
も
交

流
が
出
来
た
の
で
大
丈
夫
で
し

た
。
違
う
パ
ー
ト
の
人
と
も
仲

良
く
な
れ
ま
し
た
。

新
：
合
宿
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

ま
し
た
か
？

児
玉
：
ほ
ぼ
１
日
中
練
習
で
す

ね
。21
時
ま
で
練
習
し
ま
し
た
。

練
習
か
ご
飯
か
、
と
い
う
感
じ

で
し
た
（
笑
）

新
：
そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。
な

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、
西
宮

聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
「
キ

リ
ス
ト
教
教
育
・
保
育
研
究
セ

ン
タ
ー
」
に
勤
め
る
吉
新
ば
ら

さ
ん
だ
。
キ
リ
ス
ト
教
教
育
・

保
育
研
究
セ
ン
タ
ー
と
は
、
明

治
期
以
来
の
キ
リ
ス
ト
教
教

育
・
キ
リ
ス
ト
教
保
育
に
関
す

る
史
料
を
扱
っ
て
い
る
施
設

だ
。
吉
新
さ
ん
は
、
そ
れ
ら
の

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
施

設
の
史
料
は
教
育
学
部
に
所
属

す
る
学
生
だ
け
で
な
く
他
の
学

部
の
学
生
も
利
用
で
き
、
こ
こ

に
し
か
な
い
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
の
た
め
執
筆
、
研
究

へ
の
活
用
を
目
的
に
訪
れ
る
学

生
や
外
部
か
ら
の
利
用
も
あ
る

ン
タ
ー
は
、
年
３
回
～
４
回
の

研
究
会
、
年
１
回
の
公
開
講
座

を
開
催
し
て
い
る
。
昨
年
度
の

研
究
会
で
は
、
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
80
年
の
歴
史
、
キ
リ
ス
ト
教

保
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
保
育
の

場
や
礼
拝
で
の
奏
楽
を
テ
ー
マ

に
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
公

開
講
座
で
は
過
去
３
回
に
わ
た

り
「
子
ど
も
と
死
」
を
テ
ー
マ

に
子
ど
も
に
死
を
語
る
こ
と
に

つ
い
て
の
学
び
が
行
わ
れ
た
。

近
隣
の
教
会
、
幼
稚
園
、
保
育

所
、
卒
業
生
、
学
生
、
葬
儀
社

の
方
な
ど
幅
広
い
人
た
ち
が
参

加
し
た
と
い
う
。
次
の
研
究
会

は
未
定
だ
が
、
公
開
講
座
は
今

年
の
10
月
22
日
に
行
わ
れ
る
予

定
だ
。
今
年
は
「
子
ど
も
と
音

楽
」と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
。

詳
細
は
聖
和
短
期
大
学
Ｈ
Ｐ
で

確
認
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
学
生

も
参
加
で
き
る
の
で
、
こ
の
機

会
に
参
加
し
、
学
ん
で
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
今
年

は
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
ア

リ
ー
・
ラ
ン
バ
ス
・
チ
ャ
ペ
ル

前
に
あ
る
香
月
恒
子
記
念
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
、

関
西
学
院
１
２
５
周
年
に
関
す

る
展
示
を
行
う
予
定
だ
と
い
う

の
で
、
そ
こ
に
も
足
を
運
ん
で

み
て
ほ
し
い
。

に
か
変
わ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
あ

り
ま
す
か
？

児
玉
：
そ
う
で
す
ね
。
８
月
に

演
奏
旅
行
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

間
は
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
行
き

ま
し
た
。

新
：
そ
ん
な
遠
い
と
こ
ろ
ま
で

行
く
ん
で
す
ね
！

児
玉
：
は
い
。
フ
ェ
リ
ー
で
12

時
間
か
か
り
ま
し
た
。
で
も
、

み
ん
な
で
わ
い
わ
い
し
て
楽
し

か
っ
た
で
す
よ
。
最
後
の
日
は

自
由
だ
っ
た
の
で
観
光
も
出
来

ま
し
た
。
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に

行
き
ま
し
た
（
笑
）

新
：
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
！
新

聞
総
部
で
は
日
帰
り
で
姫
路
に

い
き
ま
し
た
（
笑
）

　
合
宿
も
演
奏
旅
行
も
あ
っ
て

金
銭
的
に
大
変
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？

児
玉
：
合
宿
も
演
奏
旅
行
も
同

じ
時
期
な
の
で
、
一
気
に
稼
い

で
一
気
に
使
う
感
じ
に
な
り
ま

す
（
笑
）

新
：
バ
イ
ト
や
勉
強
も
両
立
出

来
ま
す
か
？

児
玉
：
は
い
！
練
習
は
空
き
コ

マ
を
使
え
ば
出
来
ま
す
し
。
バ

イ
ト
は
短
期
の
登
録
制
を
し
て

い
る
部
員
も
い
ま
す
。

新
：
な
る
ほ
ど
。
そ
も
そ
も
な

ぜ
関
西
学
院
交
響
楽
団
に
入
部

を
決
め
た
の
で
す
か
？

児
玉
：
中
高
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
部
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

楽
器
を
演
奏
し
た
か
っ
た
ん
で

す
。
い
ろ
ん
な
部
活
を
見
ま
し

た
が
一
番
雰
囲
気
が
好
き
で
し

た
。

新
：
経
験
者
の
方
が
多
い
の
で

す
か
？

児
玉
：
パ
ー
ト
に
よ
り
ま
す

ね
。
私
は
チ
ェ
ロ
を
担
当
し
て

い
る
ん
で
す
け
ど
、
今
の
部
員

は
ほ
ぼ
初
心
者
で
す
。
私
も
体

験
の
と
き
に
初
め
て
触
れ
ま
し

た
。
全
体
的
に
は
経
験
者
の
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

新
：
そ
う
な
の
で
す
か
。
ど
う

や
っ
て
ど
の
楽
器
を
担
当
す
る

か
決
め
る
の
で
す
か
？ 

児
玉
：
自
分
の
希
望
で
す
ね
。

強
制
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
私
は
ほ
と
ん
ど
の
楽
器
を
体

験
し
て
か
ら
決
め
ま
し
た
。

新
：
こ
の
間
の
定
期
演
奏
会
は

Ｋ
．Ｇ
．Ｗｅ
ｒ
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ｒ

吉 

新 

ば 

ら 

さ
ん

♯
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キ
リ
ス
ト
教
教
育
・
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セ
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児玉祐依さん（法・２）に話を聞きました

関西学院交響楽団
vol.9vol.9

部　員　数：74人
創　部　年：1913年
活　動　日：水曜 17−20時
　　　　　金曜 17−20時
　　　　　土曜 13−17時
練習場所：新学生会館3F
　　　　　音楽練習場5
連　絡　先：
　u.zoon_nb13.ms@ezweb.ne.jp

関西学院交響楽団



2014年4月1日関 西 学 院 大 学 新 聞

2014年4月1日 関 西 学 院 大 学 新 聞 8関学周辺のお店特集

今スグ行ってみたくなる
関学周辺の

美味しいお店巡り
新入生のみなさん、ご入学おめでとうございます。
関学周辺には美味しいお店がたくさんあります。
ぜひ、新しいお友達と訪れて、絆を深めるのにおつかいください。
もちろん、上回生も必見です。

真空調理法によって、
柔らかくふっくらした
お箸で切れるハンバー
グを実現！！沖縄産う
かじ豚の豚足を４時間
煮込んで取り出したコ
ラーゲン質をミンチに
して加えたシェフこだ
わりの一品。

ここに注目！

Aランチ 1,000円
メイン（ハンバーグ・

オムライス・ロールキャベツ・
ハヤシライス・ビーフカレー

の五種類から選択）
・スープ・サラダ・
ミニデザート

洋食とワインのお店　土筆苑
T　E　L　0798−65−3366
住　　所　兵庫県西宮市高松町11−２−102
営業時間　ラ　ン　チ　　　11:00～14:00

（土日11:00～14:30）
　　　　　ティータイム　　　14:00～17:00
　　　　　ディナー　　　17:00～ 0:00
席　　数　28席

　落ち着いたあかりの下、ジャ
ズを聴きながら楽しむ食事は大
人の雰囲気が漂う。そのため、
メモリアルに利用するお客さん
も多いのだとか。友達との楽し
いランチはもちろん、デートに
もおすすめ。

店内の様子

記者メモ

Ａランチは選べるメインにデザートまでつ

いて1,000円ととってもお得！肉厚のある

ハンバーグと自家製デミグラスソースの相

性も抜群でぜひ味わって頂きたい一品。

300円弁当
からあげ・メンチカツ・
白身魚フライ･トンカツ・
エビフライ・コロッケの

全６種

４月から種類も
増える予定！

記者メモ

300円でこのボリュームは食べ盛りの大学

生には嬉しい。他にもサラダと豚汁が100

円でお財布にも優しい。

300円でボリュームたっぷり

のお弁当が食べられる！米は

国産米を使用し、お値段以上

の内容！ちなみにオススメは

メンチカツ！

ここに注目！

　店内は広くグランドピアノや音
響設備も完備。頻繁にコンサート
が開かれ活気に溢れている。パー
ティーや打ち上げにオススメだ！
また、気さくで陽気な店長が迎え
てくれるのも魅力の１つ。

４月中サービス注文の時に「関西学
院新聞を見た」と言ってください
食事注文（300円弁当以外）の方に
限りドリンクバー２時間無料

SMC CAFELAND
T　E　L　　0798−51−5586
住　　所　　兵庫県西宮市上甲東園３−９−１
営業時間　　10:00～21:00

Chiffon & Pancake Matilda

T　E　L　　0798−65−2848

住　　所　　西宮市高松町11−3

営業時間　　11:00～23：00（LO22：30）

席　　数　40席

店内の様子

鶏もも肉にんにく醤油
グリル焼き定食

450円
ごはんはセルフサービス

本来ならば、衣をつけてから
あげにするところを敢えてグ
リル焼きに。一人暮らしや体
育会系の学生のお客さんが多
いため、栄養や健康面へ配慮
したというマスターの優しさ
のつまった一皿。また、どの
メニューにおいても、出来る
限り多くの野菜を使うように
心掛けてくれているのも、野
菜不足になりがちな学生には
嬉しい。

ここに注目！

　マスターが一人で営む店内は、
どこか懐かしさすら感じるあた
たかい雰囲気。
　お昼間は、ご飯がセルフサー
ビスということもあり、お客さ
んが店内を行き交い、学生食堂
のように賑やかだ。時間に余裕
があるお昼休みに、一度利用し
てみてはどうだろうか。

店内の様子

６Q
T　E　L　0798−20−7952
住　　所　兵庫県西宮市上ヶ原三番町5−53北側
営業時間　ラ　ン　チ　　　11:30～14:30
　　　　　ディナー　　　18:00～21:30

日曜・祝日は休み
席　　数　24席

記者メモ

マスターおすすめの鶏もも肉にんにく醤油
グリル焼きは、醤油とにんにくの味がしっ
かりついていて、白ごはんとの相性抜群！
付け合せもどれも美味しく、おうちでご飯
を食べているようなほっとした気分になれ
るお料理。

バターパンケーキ

830円

定番のシンプルなパンケーキ。

ふわふわのクリームと、アツ

アツの生地にたっぷりかかっ

たメープルシロップを存分に

味わって。

ここに注目！

店内の様子

　白を基調とした優しい雰囲気の

店内には、動物のイラストのギャ

ラリーや可愛い雑貨・小物が飾ら

れており、ゆったりとした時間を

過ごすにはぴったりだ。

記者メモ

お店に足を運ぶお客さんの９割が女性なの
で、パンケーキの細やかな部分に気を配って
いる。特に、パンケーキの生地と同じくらい
クリームにこだわっているので、そこをじっ
くりと味わってほしい。
期間限定のメニューも要チェック！


